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1. はじめに
隠された情報の下での契約締結 contracting under hidden information と
















4.1 Cho and Kreps の直観的基準
4.2 Maskin and Tirole の情報を持つプリンシパル問題
5. むすび
１） ミクロ経済学の Mas-Colell, Whinston, and Green (1995) や，契約理論の






































































rL の何れかであるとする。ただし，rH rL である。労働者の労働生産性
が r ri であると考える企業の事前信念を，i [01]とする。労働者
は任意の賃金率 w 0で働く意欲があり，企業は当該労働者の期待労働
生産性未満の賃金率で任意の労働者を雇用する用意がある。






















































(3.1) w (e )(He )rH (Le )rL













定義（完全 Bayesian 均衡）：以下の条件 (i)−(iv)を満足するプリンシパルの
タイプに対する戦略（混合戦略も可能）[pi (e )]とエイジェントに対する条











i pi (e )
j1
2 j pj (e )
を満足する。










４） pi (e )0であれば，j1





条件付き信念を与件として，プリンシパルは自分の最善応答 pi (e )を決
定する。信号発信ゲームにおける問題は，完全 Bayesian 均衡を見付ける
ことではなく，存在する完全 Bayesian 均衡が多過ぎることである。





(3.2) rH L eˆ rL
により与えられる。すると，低生産性労働者が教育を修得することにより，



































択する完全 Bayesian 均衡を，分離均衡と呼ぶ。すなわち，(HeH )1





















最も高い賃金率 rH を獲得している。誘因両立性は rH LeH rL を要
求する。この不等式が成立しなければ，低生産性タイプは賃金率 rH を獲
得するために，教育水準 eH を選好する。同様に，誘因両立性は
rH HeH rL も要求する。さもなければ，高生産性タイプは教育なし
と賃金率 rL を選好する。これらの制約以外に，Ss に属す任意の eH を支
持する均衡外信念を見付けるのは容易である。例えば，図２におけるよう
に，e eH であるときはいつも(He )1，それ以外では(He )0。
この信念の下では，eL 0と eH のみが労働者の最適選択になり得る。
定義（一括均衡）：プリンシパルの各タイプが均衡において同じ信号を選択
する完全 Bayesian 均衡を，一括均衡と呼ぶ。すなわち，(HeH )H






















eL eH epep  0




わけ魅力的である。つまり，誘因両立性は r Lep rL を要求する。こ
のとき，Sp に属す任意の e を支持する均衡外信念を容易に見付けること
ができる。例えば，図３のように，e ep であるときはいつでも，















r L rL HrH






























５） 例えば，Fudenberg and Tirole (1991) を見よ。
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定義（Cho and Kreps の直観的基準）：タイプ i の均衡利得を Ui

wi
(ei )i ei と 表 そ う。こ の と き，rH j e Uj
か つ rH i e 
Ui
(i LH ; i j )であるときはいつでも，e (ei
ej )に対して，
(je )0である。











して，逸脱は支配される。この場合には，Cho and Kreps の基準は，均衡
外信念は(je )0であることを主張する。この条件を満足しない任意
の均衡は，棄却されなくてはならない。
図４：Cho and Kreps の不安定な一括均衡












際，任意の一括均衡（図４の (rep ) ）で，両タイプの無差別曲線は交差す
る筈である（仮定 A1）。しかし，H タイプはこのとき，例えば，自分の教
育水準を ed に高めることにより，常に利益のある逸脱を見付けることが
できる。ed で成立する賃金率では，ep から ed への逸脱はH タイプに対
してのみ利益がある一方で，L タイプに対しては支配されるので，企業
は w (ed )rH という賃金率提案を受け入れようとする。全ての準分離均
衡が棄却されることも，同様に示すことができる。

























Cho and Kreps の直観的基準は概ね説得力であるが，いくつかの状況に
おいては説得力でない均衡結果を予測することがある。全ての
i 0i LH に対して，最小費用分離均衡は同じであることに注意
せよ。ここで，タイプL の労働者がいることの事前確率L は小さい
(L  0)と想定すると，賃金率を教育費用に見合う少額w 






















詳しくは，Fudenberg and Tirole (1991) を見よ。
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4.2 Maskin and Tirole の情報を持つプリンシパル問題













































































van Damme (1983) を見よ）。最も著名かつ普及している精緻化は，第 4.1小


















とを発見した Zahavi (1975)，Grafen (1990) による進化生物学の成果が有
名である。経済学においては，労働市場，企業金融，産業組織論などで応
用されてきた。
（１） 労働市場：教育を信号として捉える Spence モデルの発展として，
Noldeke and van Damme (1990) は，求職者が（例えば，中退して）特定
の教育期間を修了することができないことを信号と考えて，教育の価




（２） 企業金融：Bhattacharya (1979) と Myers and Majluf (1984) は，金融
市場における企業による信号発信行動を分析する（John and Williams
(1985), Brennan and Kraus (1987), Constantinidea and Grundy (1989), Bernheim
(1991), Goswami, Noe, and Rebello (1995) も見よ）。Leland and Pyle (1977)
は，危険回避的な経営者（企業所有者）が新規株式公開を通じて，企業




例である。Milgrom and Roberts (1982) は，低価格が低費用あるいは
低需要の信号である可能性を明らかにして，旧来の参入阻止理論を一










信号であると見なす Aghion and Bolton (1987)，Aghion and Hermalin





Aghion and Hermalin は，信号発信ゲームから帰結する不完備な契約結果
を，破産法のような強制的法的基準が改善する可能性を調べる。
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